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おわりに

私の入った少数民族の村々の歌垣は2000年代初頭にはほぼ消えていった。歌垣の中心になる若者の多くが出稼ぎに出てしまったからで
ある。（中略）彼らの最後の歌垣や喪葬儀礼に出会い、その姿を記録した者として、その記録を資料化して次の世代に残すことが、私の責
務だろうと感じる。
本書は1997年以来、断続的に調査を行なってきたリス族の歌掛け歌を資料化したものを中心としている。それぞれのストーリーの分析
を施すとともに、資料にはリス語国際音声記号、中国語による逐語訳・中国語による大意、日本語による大意を付した。
資料というと、何か無味乾燥なものというイメージがあるかもしれないが、彼らの歌掛け資料はかなり面白いし、悲しい。共同体への
信頼が根底にありつつも、そこからはみ出してしまう心を上手に表現している。
資料は歌掛けのある一部分を切り取るのではなく、その歌掛け全体を資料化するよう心掛けた。口誦の歌掛けは数時間続くところに特
徴がある。どうやって数時間も歌掛けを続けられるのか。そこにはストーリーを停滞させるという基本的な技術の上に、さまざまな技術
が用いられている。
是非、資料そのものを読むことで口誦の歌掛けのストーリーの中で漂い、そこに滲む面白さや悲しさを実感していただきたい。「Ⅰ 歌
掛けにおける抒情の方法」分析はそれを実感するための補助線でもある。
また、「Ⅱリス族の歌掛けと日本古代文学」に収めたのは、リス族の歌掛け歌のありようから、七、八世紀の王権（貴族）社会の中で書
かれた『古事記』や『万葉集』の文字の歌を考える論文である。文字で書かれる歌が、声の歌掛けにおける抒情の方法を、歌であること
の本質として継承していると考えた。 （「はじめに」より）
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